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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機械装置の潤滑において潤滑油組成物の摩擦係数を減少させる方法であって、
前記潤滑油組成物を、
　ａ）任意に無水物の形の、少なくとも１つのジカルボン酸ならびに
　ｂ１）１０個の炭素原子を有し、一般式Ｉ

【化１】

〔式中、Ｒ1は、ペンチルであり、Ｒ2は、Ｈであり、およびＲ3は、プロピルである〕
の構造を有するモノアルコールおよび
　ｂ２）１０個の炭素原子を有し、一般式ＩＩ
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【化２】

〔式中、
　Ｒ4は、ペンチル、イソペンチル、２－メチルブチル、３－メチルブチルおよび２，２
－ジメチルプロピルからなる群から選択されており、
　Ｒ5は、Ｈまたはメチルであり、および
　Ｒ6は、エチル、プロピルおよびイソプロピルからなる群から選択されている〕
の構造を有する、少なくとも１つのモノアルコール
を含む混合物を反応させることによって得ることができるカルボン酸エステルと配合する
ことを含み、
　前記モノアルコールｂ１）と前記モノアルコールｂ２）とは異なる構造を有し、
　前記ジカルボン酸は、フタル酸、コハク酸、アルキルコハク酸、アルケニルコハク酸、
マレイン酸、アゼライン酸、スベリン酸、セバシン酸、フマル酸、アジピン酸、リノール
酸二量体、マロン酸、アルキルマロン酸、アルケニルマロン酸、グルタル酸、ジグリコー
ル酸、１，４－シクロヘキサンジカルボン酸、２，６－デカヒドロナフタレンジカルボン
酸、１，３－シクロヘキサンジカルボン酸および２，５－ノルボルナンジカルボン酸から
なる群から選択されている、前記方法。
【請求項２】
　摩擦係数を、７０℃および１ＧＰａでの小型トラクション計測器（ＭＴＭ）による測定
を用いて２５％の滑り率（ＳＲＲ）で測定する、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記ジカルボン酸は、グルタル酸、ジグリコール酸、コハク酸、アゼライン酸、セバシ
ン酸、１，４－シクロヘキサンジカルボン酸、アジピン酸、２，６－デカヒドロナフタレ
ンジカルボン酸、１，３－シクロヘキサンジカルボン酸および２，５－ノルボルナンジカ
ルボン酸からなる群から選択されている、請求項１または２記載の方法。
【請求項４】
　前記ジカルボン酸は、アジピン酸である、請求項１から３までのいずれか１項に記載の
方法。
【請求項５】
　モノアルコールｂ１）対モノアルコールｂ２）の質量比は、５：１～９５：１の範囲内
にある、請求項１から４までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記モノアルコールｂ１）は、酸ａ）に対して、２．０５：１～３．０：１の範囲内の
モル比で存在する、請求項１から５までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記潤滑油組成物は、潤滑油組成物の全体量に対して、少なくとも１つのカルボン酸エ
ステルを、１質量％以上～１０質量％以下または１質量％以上～４０質量％以下または２
０質量％以上～１００質量％以下含む、請求項１から６までのいずれか１項に記載の方法
。
【請求項８】
　前記潤滑油組成物は、さらに、鉱油（グループＩ、ＩＩまたはＩＩＩ油）、ポリα－オ
レフィン、重合されたオレフィン、共重合されたオレフィン、アルキルナフタレン、アル
キレンオキサイドポリマー、シリコーン油およびリン酸エステルからなる群から選択され
た基油を含む、請求項１から７までのいずれか１項に記載の方法。
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【請求項９】
　前記潤滑油組成物は、潤滑油組成物の全体量に対して、基油を１質量％以上～４９質量
％以下または５０質量％以上～９９質量％以下含む、請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　前記機械装置は、軸受、アクチュエータ、歯車、ピストン、クランク軸、継手および誘
導装置からなる群から選択されている、請求項１から９までのいずれか１項に記載の方法
。
【請求項１１】
　前記機械装置は、１０℃以上ないし１２０℃以下の範囲内の温度で運転される、請求項
１から１０までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　機械装置の潤滑において潤滑油組成物の摩擦係数を減少させるための、
　ａ）任意に無水物の形の、少なくとも１つのジカルボン酸ならびに
　ｂ１）１０個の炭素原子を有し、一般式Ｉ

【化３】

〔式中、Ｒ1は、ペンチルであり、Ｒ2は、Ｈであり、およびＲ3は、プロピルである〕
の構造を有するモノアルコールおよび
　ｂ２）１０個の炭素原子を有し、一般式ＩＩ
【化４】

〔式中、
　Ｒ4は、ペンチル、イソペンチル、２－メチルブチル、３－メチルブチルおよび２，２
－ジメチルプロピルからなる群から選択されており、
　Ｒ5は、Ｈまたはメチルであり、および
　Ｒ6は、エチル、プロピルおよびイソプロピルからなる群から選択されている〕
の構造を有する、少なくとも１つのモノアルコール
を含む混合物を反応させることによって得ることができるカルボン酸エステルの使用であ
って、
　前記モノアルコールｂ１）と前記モノアルコールｂ２）とは異なる構造を有し、
　前記ジカルボン酸は、フタル酸、コハク酸、アルキルコハク酸、アルケニルコハク酸、
マレイン酸、アゼライン酸、スベリン酸、セバシン酸、フマル酸、アジピン酸、リノール
酸二量体、マロン酸、アルキルマロン酸、アルケニルマロン酸、グルタル酸、ジグリコー
ル酸、１，４－シクロヘキサンジカルボン酸、２，６－デカヒドロナフタレンジカルボン
酸、１，３－シクロヘキサンジカルボン酸および２，５－ノルボルナンジカルボン酸から
なる群から選択されている、前記使用。
【請求項１３】
　摩擦係数を、７０℃および１ＧＰａでの小型トラクション計測器（ＭＴＭ）による測定
を用いて２５％の滑り率（ＳＲＲ）で測定する、請求項１２記載の使用。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、少なくとも１つのジカルボン酸および少なくとも１つの分枝鎖状Ｃ10アルコ
ールを含む混合物を反応させることによって得ることができるカルボン酸エステルを有す
る潤滑油組成物を配合することを含む、機械装置の潤滑において潤滑油組成物の摩擦係数
を減少させる方法に関する。
【０００２】
　商業的に入手可能な潤滑油組成物は、多数の異なる天然成分または合成成分から製造さ
れる。必要とされる性質を改善するために、使用分野に応じて、さらなる添加剤が通常添
加される。基油は、しばしば、鉱油、高精度な鉱油、アルキル化鉱油、ポリα－オレフィ
ン（ＰＡＯ）、ポリアルキレングリコール、ホスフェートエステル、シリコーン油、多価
アルコールのジエステルおよびエステルから構成されている。
【０００３】
　さまざまな潤滑剤、例えばモーター油、タービン油、圧媒油、トランスミッションオイ
ル、コンプレッサー油等は、極めて高度な判断基準、例えば高い粘度指数、良好な潤滑剤
性能、高い酸化安定性、良好な熱安定性または比較可能な性質を満足させなければならな
い。
【０００４】
　トランスミッションオイル、工業用油またはモーター油として使用される高性能潤滑油
配合物は、せん断安定性、低温粘度、長い寿命、蒸発損失、燃料効率、シール相容性およ
び耐摩耗性に関連して特別な性能プロフィールを有する油である。当該油は、現在、有利
に、分散媒としてのＰＡＯ（殊に、ＰＡＯ　６）またはグループＩ、ＩＩもしくはグルー
プＩＩＩの鉱油と、通常の添加剤成分に加えて、増粘剤または粘度指数改良剤としての特
別なポリマー（ポリイソブチレン＝ＰＩＢ、オレフィンコポリマー＝エチレン／プロピレ
ンコポリマー＝ＯＣＰ、ポリアルキルメタクリレート＝ＰＭＡ）とで配合されている。Ｐ
ＡＯと共に、低粘度エステル、典型的には、例えばＤＩＤＡ（ジイソデシルアジペート）
、ＤＩＴＡ（ジイソトリデシルアジペート）またはＴＭＴＣ（トリメチロールプロパンカ
プリレート）が極性添加剤タイプのための可溶化剤としてシール相容性を最適化するため
に使用されている。
【０００５】
　エステルは、共溶剤として、殊にモーター油、タービン油、圧媒油、トランスミッショ
ンオイル、コンプレッサー油において使用されているが、しかし、エステルは、主成分で
ある基油としても使用されている。
【０００６】
　欧州特許出願公開第０７６７２３６号明細書Ａ１には、ギヤ潤滑油組成物が開示されて
いる。前記組成物は、水素化ポリα－オレフィンを２０容量％を上回り含有し、および鉱
油もしくは合成エステル油またはこれらの組合せを８０容量％を下回り含有する。例は、
ビス（トリデシル）アジペートを１０容量％含有する。
【０００７】
　ＷＯ　９８／０４６５８　Ａ１には、ヘビーデューティアクスルギヤ潤滑剤およびミデ
ィアムデューティアクスルギヤ潤滑剤ならびにトランスミッション液の用途に使用するた
めの合成ギヤ油のベースストックが開示されている。この刊行物中に開示された潤滑剤は
、エステルを１質量％～２０質量％含有する。このエステルは、Ｃ8～13アジペートのジ
エステル、殊にアジピン酸ジイソデシルを含む。
【０００８】
　米国特許第４３７０２４７号明細書には、ジカルボン酸の少なくとも１つのジＣ8～12

アルキルエステルを２５～６０質量％含有する、ギヤまたはアクスル潤滑剤が開示されて
いる。この刊行物中に開示された全ての潤滑剤は、摩擦による出力損失を減少させ、それ
ゆえに、燃料消費を保護することが報告されている。
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【０００９】
　カナダ国特許第２６３７４０１号明細書には、２～３６個の炭素原子を有するジカルボ
ン酸と４～４０個の炭素原子を有する分枝鎖状アルコールとに由来した多種多様なジエス
テルが開示されている。潤滑剤は、前記ジエステルを０．１～１００質量％または５～９
９質量％含有することができる。
【００１０】
　ＷＯ　２０１１／３４８２９　Ａ１には、アジピン酸のＣ4～30ジエステルを含む潤滑
組成物をリミテッド・スリップ・ディファレンシャルに供給することを含む、リミテッド
・スリップ・ディファレンシャルの潤滑法が開示されている。
【００１１】
　さまざまな潤滑剤、例えばモーター油、タービン油、圧媒油、トランスミッションオイ
ル、コンプレッサー油等が極めて高度な判断基準、例えば高い粘度指数、良好な潤滑剤性
能、高い酸化安定性および良好な熱安定性を満足させるにもかかわらず、機械装置の運転
において消費されるエネルギー量を減少させることが依然として必要とされる。
【００１２】
　したがって、本発明の目的は、機械装置をより低いエネルギー消費で運転させることが
できる方法を提供することであった。
【００１３】
　前記目的は、前記潤滑油組成物を、
ａ）任意に無水物の形の、少なくとも１つのジカルボン酸および
ｂ１）１０個の炭素原子を有し、一般式Ｉ

【化１】

〔式中、Ｒ1は、ペンチルであり、Ｒ2は、Ｈであり、およびＲ3は、プロピルである〕の
構造を有する、少なくとも１つのモノアルコール
を含む混合物を反応させることによって得ることができるカルボン酸エステルと配合する
ことを含む、機械装置の潤滑において潤滑油組成物の摩擦係数を減少させる方法を提供す
ることであった。
【００１４】
　前記潤滑油組成物の用語は、本発明の範囲内で、可動表面間の摩擦を減少させることが
できる物質を意味する。
【００１５】
　摩擦調整特性は、７０℃および１ＧＰａでの小型トラクション計測器（ＭＴＭ）による
測定を用いて２５％の滑り率（ＳＲＲ）での摩擦係数を測定することによって定められる
。摩擦係数の減少とは、本発明の範囲内で、上記されたようなカルボン酸エステルを含む
潤滑油組成物の摩擦係数が前記カルボン酸エステルを含有しない潤滑油組成物の摩擦係数
よりも低いことを意味する。
【００１６】
　本発明の範囲内の機械装置は、力学的原理で作用する装置からなる機構である。
【００１７】
　好ましくは、ジカルボン酸は、フタル酸、コハク酸、アルキルコハク酸およびアルケニ
ルコハク酸、マレイン酸、アゼライン酸、スベリン酸、セバシン酸、フマル酸、アジピン
酸、リノール酸二量体、マロン酸アルキルマロン酸、アルケニルマロン酸、グルタル酸、
ジグリコール酸、１，４－シクロヘキサンジカルボン酸、２，６－デカヒドロナフタレン
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ボン酸からなる群から選択されている。より好ましくは、ジカルボン酸は、グルタル酸、
ジグリコール酸、コハク酸、アゼライン酸、セバシン酸、１，４－シクロヘキサンジカル
ボン酸、アジピン酸、２，６－デカヒドロナフタレンジカルボン酸、１，３－シクロヘキ
サンジカルボン酸および２，５－ノルボルナンジカルボン酸からなる群から選択されてい
る。最も好ましくは、脂肪族ジカルボン酸は、アジピン酸である。
【００１８】
　ジカルボン酸は、純粋な形で使用されてもよいし、モノカルボン酸との混合物の形で使
用されてもよい。ジカルボン酸の代わりに、その無水物が使用されてもよい。代表的なモ
ノカルボン酸は、ｎ－ブタン酸、ｎ－ペンタン酸、ｎ－ヘキサン酸、ｎ－ヘプタン酸、ｎ
－オクタン酸、ｎ－ノナン酸、ｎ－デカン酸、イソブタン酸、イソペンタン酸、イソヘキ
サン酸、イソヘプタン酸、イソオクタン酸、２－エチルヘキサン酸、イソノナン酸、３，
５，５－トリメチルヘキサン酸およびイソデカン酸を含む。
【００１９】
　好ましくは、前記混合物は、さらに、１０個の炭素原子を有し、一般式ＩＩ
【化２】

〔式中、
Ｒ4は、ペンチル、イソペンチル、２－メチルブチル、３－メチルブチルおよび２，２－
ジメチルプロピルからなる群から選択されており、
Ｒ5は、Ｈまたはメチルであり、および
Ｒ6は、エチル、プロピルおよびイソプロピルからなる群から選択されている〕の構造を
有するモノアルコールｂ２）を含み、
それによって、モノアルコールｂ１）とモノアルコールｂ２）とは、異なる構造を有する
。
【００２０】
　好ましくは、モノアルコールｂ２）は、２－プロピル－４－メチル－ヘキサノール、２
－プロピル－５－メチル－ヘキサノール、２－イソプロピル－４－メチル－ヘキサノール
、２－イソプロピル－５－メチル－ヘキサノール、２－プロピル－４，４－ジメチルペン
タノール、２－エチル－２，４－ジメチルヘキサノール、２－エチル－２－メチル－ヘプ
タノール、２－エチル－２，５－ジメチルヘキサノールおよび２－イソプロピル－ヘプタ
ノールからなる群から選択されている。より好ましくは、モノアルコールｂ２）は、２－
プロピル－４－メチル－ヘキサノールである。
【００２１】
　好ましくは、モノアルコールｂ１）対モノアルコールｂ２）の質量比は、５：１～９５
：１の範囲内、より好ましくは６：１～５０：１の範囲内、より十分に好ましくは１０：
１～４０：１の範囲内、最も好ましくは２０：１～３５：１の範囲内にある。
【００２２】
　好ましくは、前記混合物は、さらに、１０個の炭素原子を有し、一般式ＩＩＩ
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【化３】

〔式中、
Ｒ7は、ペンチル、イソペンチル、２－メチル－ブチル、３－メチル－ブチルおよび２，
２－ジメチル－プロピルからなる群から選択されており、
Ｒ8は、Ｈまたはメチルであり、
Ｒ9は、エチル、プロピルおよびイソプロピルからなる群から選択されている〕の構造を
有するモノアルコールｂ３）を含む。
【００２３】
　好ましくは、モノアルコールｂ３）は、モノアルコールｂ１）とモノアルコールｂ２）
の双方とは異なる構造を有する。好ましくは、モノアルコールｂ３）は、２－プロピル－
５－メチル－ヘキサノール、２－イソプロピル－４－メチル－ヘキサノール、２－イソプ
ロピル－５－メチル－ヘキサノール、２－プロピル－４，４－ジメチルペンタノール、２
－エチル－２，４－ジメチルヘキサノール、２－エチル－２－メチル－ヘプタノール、２
－エチル－２，５－ジメチルヘキサノールおよび２－イソプロピル－ヘプタノールからな
る群から選択されている。より好ましくは、モノアルコールｂ３）は、２－プロピル－５
－メチル－ヘキサノールである。
【００２４】
　好ましくは、前記混合物は、成分ｂ１）としての２－ｎ－プロピル－ヘプタノール８０
～９５質量％、成分ｂ２）としての２－プロピル－４－メチル－ヘキサノール１．０～１
０質量％、成分ｂ３）としての２－プロピル－５－メチル－ヘキサノール１．０～１０質
量％および２－イソプロピル－ヘプタノール０．１～２．０質量％を含み、この場合、そ
れぞれの成分の質量は、モノアルコールの全質量に対するものである。より好ましくは、
前記混合物は、成分ｂ１）としての２－ｎ－プロピル－ヘプタノール９１．０～９５．０
質量％、成分ｂ２）としての２－プロピル－４－メチル－ヘキサノール２．０～５．０質
量％、成分ｂ３）としての２－プロピル－５－メチル－ヘキサノール３．０～５．０質量
％および２－イソプロピル－ヘプタノール０．１～０．８質量％を含み、この場合、それ
ぞれの成分の質量は、モノアルコールの全質量に対するものである。
【００２５】
　好ましくは、モノアルコールｂ１）は、酸ａ）に対して、２．０５：１～３．０：１の
範囲内、より好ましくは２．１：１～２．５：１の範囲内のモル比で存在する。
【００２６】
　好ましくは、前記潤滑油組成物は、潤滑油組成物の全体量に対して、上記に記載された
ような、少なくとも１つのカルボン酸エステルを、１質量％以上～１０質量％以下または
１質量％以上～４０質量％以下または２０質量％以上～１００質量％以下、より好ましく
は１質量％以上～５質量％以下または１質量％以上～３５質量％以下または２５質量％以
上～１００質量％以下、最も好ましくは１質量％以上～２質量％以下または２質量％以上
～３０質量％以下または３０質量％以上～１００質量％以下含む。
【００２７】
　好ましくは、前記潤滑油組成物は、さらに、鉱油（グループＩ、ＩＩまたはＩＩＩ油）
、ポリα－オレフィン、重合されたオレフィンおよび共重合されたオレフィン、アルキル
ナフタレン、アルキレンオキサイドポリマー、シリコーン油、リン酸エステルおよびカル
ボン酸エステルからなる群から選択された基油（ベースストック）を含む。好ましくは、
前記潤滑油組成物は、潤滑油組成物の全体量に対して、基油（ベースストック）を５０質
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量％以上～９９質量％以下または８０質量％以上～９９質量％以下または９０質量％以上
～９９質量％以下含む。
【００２８】
　本発明におけるベースストックの定義は、アメリカ石油協会（Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｐｅ
ｔｒｏｌｅｕｍ　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ）（ＡＰＩ）刊行“Ｅｎｇｉｎｅ　Ｏｉｌ　Ｌｉｃ
ｅｎｓｉｎｇ　ａｎｄ　Ｃｅｒｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ”，Ｉｎｄｕｓｔｒ
ｙ　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ　Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ，Ｆｏｕｒｔｅｅｎｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ
，Ｄｅｃｅｍｂｅｒ　１９９６，Ａｄｄｅｎｄｕｍ　１，Ｄｅｃｅｍｂｅｒ　１９９８中
に見出せるベースストックと同様である。この刊行物は、ベースストックを以下のように
分類している：
ａ）グループＩのベースストックは、飽和物質を９０％を下回りおよび／または硫黄を０
．０３％を上回り含有しかつ以下の表中に規定された試験方法を使用して８０以上および
１２０未満の粘度指数を有する。
ｂ）グループＩＩのベースストックは、飽和物質を９０％以上および／または硫黄を０．
０３％以下含有しかつ以下の表中に規定された試験方法を使用して８０以上および１２０
未満の粘度指数を有する。
ｃ）グループＩＩＩのベースストックは、飽和物質を９０％以上および／または硫黄を０
．０３％以下含有しかつ以下の表中に規定された試験方法を使用して１２０以上の粘度指
数を有する。
【００２９】
　前記ベースストックの分析法

【表１】

【００３０】
　本発明に適した低粘度の合成液体は、ポリα－オレフィン（ＰＡＯ）およびワックスを
含めてフィッシャー・トロプシュ（Ｆｉｓｃｈｅｒ－Ｔｒｏｐｓｃｈ）高沸点留分の水添
分解または水素化異性化からの合成油を含む。前記液体は、双方ともに、それらの合成起
源に一致した低い汚染物質レベルを有する飽和物質から構成されたベースストックである
。水素化異性化されたフィッシャー・トロプシュ（Ｆｉｓｃｈｅｒ－Ｔｒｏｐｓｃｈ）ワ
ックスは、イソパラフィン的特徴の飽和成分を含む、高度に適したベースストックであり
（フィッシャー・トロプシュ（Ｆｉｓｃｈｅｒ－Ｔｒｏｐｓｃｈ）ワックスの主にｎ－パ
ラフィンの異性化から生じる）、このベースストックは、高い粘度指数および低い流動点
の良好なブレンドを生じる。フィッシャー・トロプシュ（Ｆｉｓｃｈｅｒ－Ｔｒｏｐｓｃ
ｈ）ワックスの水素化異性化のための方法は、米国特許第５３６２３７８号明細書；米国
特許第５５６５０８６号明細書；米国特許第５２４６５６６号明細書および米国特許第５
１３５６３８号明細書、ならびに欧州特許第７１０７１０号明細書、欧州特許第３２１３
０２号明細書および欧州特許第３２１３０４号明細書中に記載されている。
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【００３１】
　特別な性質に依存する、低粘度または高粘度の液体としての本発明に適したポリα－オ
レフィンは、Ｃ2～約Ｃ32α－オレフィンを含むがこれらに限定されるものではない、た
だし、Ｃ8～約Ｃ16α－オレフィン、例えば１－オクテン、１－デセン、１－ドデセン等
が好ましいものとし、典型的に、α－オレフィンの比較的低分子量の水素化ポリマーまた
はオリゴマーを含む公知のＰＡＯ材料を含む。Ｃ14～Ｃ18の範囲内の高級オレフィンの二
量体が低粘度のベースストックを提供するとはいえ、好ましいポリα－オレフィンは、ポ
リ－１－オクテン、ポリ－１－デセンおよびポリ－１－ドデセンである。
【００３２】
　本発明に適した低粘度ＰＡＯ液体は、有利に、α－オレフィンを重合用触媒、例えば三
塩化アルミニウム、三フッ化ホウ素または三フッ化ホウ素錯体を含めてフリーデル・クラ
フツ触媒の存在下に、水、アルコール、例えばエタノール、プロパノールまたはブタノー
ル、カルボン酸またはエステル、例えば酢酸エチルまたはプロピオン酸エチルで重合させ
ることによって製造され得る。例えば、米国特許第４１４９１７８号明細書または米国特
許第３３８２２９１号明細書によって開示された方法は、本明細書中で有利に使用され得
る。ＰＡＯ合成の他の記載は、以下の米国特許明細書中に見出せる：米国特許第３７４２
０８２号明細書（Ｂｒｅｎｎａｎ）；米国特許第３７６９３６３号明細書（Ｂｒｅｎｎａ
ｎ）；米国特許第３８７６７２０号明細書（Ｈｅｉｌｍａｎ）；米国特許第４２３９９３
０号明細書（Ａｌｌｐｈｉｎ）；米国特許第４３６７３５２号明細書（Ｗａｔｔｓ）；米
国特許第４４１３１５６号明細書（Ｗａｔｔｓ）；米国特許第４４３４４０８号明細書（
Ｌａｒｋｉｎ）；米国特許第４９１０３５５号明細書（Ｓｈｕｂｋｉｎ）；米国特許第４
９５６１２２号明細書（Ｗａｔｔｓ）および米国特許第５０６８４８７号明細書（Ｔｈｅ
ｒｉｏｔ）。
【００３３】
　合成潤滑油は、炭化水素油およびハロゲン置換炭化水素油、例えば重合されたオレフィ
ンおよび共重合されたオレフィン（例えば、ポリブチレン、ポリプロピレン、プロピレン
－イソブチレンコポリマー、塩素化ポリブチレン、ポリ（１－ヘキセン）、ポリ（１－オ
クテン）、ポリ（１－デセン））：アルキルベンゼン（例えば、ドデシルベンゼン、テト
ラデシルベンゼン、ジノニルベンゼン、ジ（２－エチルヘキシル）ベンゼン）；ポリフェ
ニル（例えば、ビフェニル、ターフェニル、アルキル化ポリフェノール）；およびアルキ
ル化ジフェニルエーテルおよびアルキル化ジフェニルスルフィドならびにこれらの誘導体
、類似物および同族体を含む。
【００３４】
　さらに、本発明に適したカルボン酸エステルは、一塩基酸および多塩基酸とモノアルカ
ノールとのエステル（単純エステル）、または一塩基酸および多塩基酸とモノアルカノー
ルおよびポリアルカノールの混合物とのエステル（複合エステル）、およびモノカルボン
酸のポリオールエステル（単純エステル）、またはモノカルボン酸およびポリカルボン酸
の混合物のポリオールエステル（複合エステル）を含む。一塩基／多塩基タイプのエステ
ルは、例えば、モノカルボン酸、例えばヘプタン酸およびジカルボン酸、例えばフタル酸
、コハク酸、アルキルコハク酸、アルケニルコハク酸、マレイン酸、アゼライン酸、スベ
リン酸、セバシン酸、フマル酸、アジピン酸、リノール酸二量体、マロン酸、アルキルマ
ロン酸、アルケニルマロン酸等と、種々のアルコール、例えばブチルアルコール、ヘキシ
ルアルコール、ドデシルアルコール、２－エチルヘキシルアルコール、またはこれらとポ
リアルカノールとの混合物等とのエステルを含む。前記タイプのエステルの特別な例は、
ノニルヘプタノエート、ジブチルアジペート、ジ（２－エチルヘキシル）セバケート、ジ
－ｎ－ヘキシルフマレート、ジオクチルセバケートジイソオクチルアゼレート、ジイソデ
シルアゼレート、ジオクチルフタレート、ジデシルフタレート、ジエイコシルセバケート
、ジブチル－ＴＭＰ－アジペート等を含む。
【００３５】
　また、エステル、例えば１つ以上の多価アルコール、好ましくはヒンダードポリオール



(10) JP 6316406 B2 2018.4.25

10

20

30

40

50

、例えばネオペンチルポリオール、例えばネオペンチルグリコール、トリメチロールエタ
ン、２－メチル－２－プロピル－１，３－プロパンジオール、トリメチロールプロパン、
トリメチロールブタン、ペンタエリトリトールおよびジペンタエリトリトールを、少なく
とも４個の炭素を含むモノカルボン酸、通常Ｃ5～Ｃ30酸、例えばカプリル酸、カプリン
酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、アラキン酸、およびベヘ
ン酸を含む直鎖状飽和脂肪酸、または相応する分枝鎖状脂肪酸または不飽和脂肪酸、例え
ばオレイン酸、またはこれらとポリカルボン酸との混合物と反応させることによって得ら
れたエステルは、本発明に適している。
【００３６】
　末端ヒドロキシル基がエステル化、エーテル化等によって変性された、アルキレンオキ
サイドポリマーおよびアルキレンオキサイドコポリマー、およびこれらの誘導体は、他の
クラスの公知の合成潤滑油を構成する。前記合成潤滑油は、酸化エチレンまたは酸化プロ
ピレン、およびポリオキシアルキレンポリマーのアルキルエーテルおよびアリールエーテ
ル（例えば、１０００の分子量を有するメチル－ポリイソプロピレングリコールエーテル
または１０００～１５００の分子量を有するポリエチレングリコールのジフェニルエーテ
ル）；およびこれらのモノカルボン酸エステルおよびポリカルボン酸エステル、例えば酢
酸エステル、混合Ｃ3～Ｃ8脂肪酸エステルおよびテトラエチレングリコールのＣ13オキソ
酸ジエステルを重合させることによって製造されたポリオキシアルキレンポリマーによっ
て例示されている。
【００３７】
　シリコーンベースの油、例えばポリアルキルシリコーン油、ポリアリールシリコーン油
、ポリアルコキシシリコーン油またはポリアリールオキシシリコーン油およびケイ酸エス
テル油は、他の有用なクラスの合成潤滑剤を含み；当該オイルは、テトラエチルシリケー
ト、テトライソプロピルシリケート、テトラ－（２－エチルヘキシル）シリケート、テト
ラ－（４－メチル－２－エチルヘキシル）シリケート、テトラ－（ｐ－ｔ－ブチル－フェ
ニル）シリケート、ヘキサ－（４－メチル－２－エチルヘキシル）ジシロキサン、ポリ（
メチル）シロキサンおよびポリ（メチルフェニル）シロキサンを含む。他の合成潤滑油は
、亜リン酸含有酸の液体エステル（例えば、トリクレシルホスフェート、トリオクチルホ
スフェート、デシルホスホン酸のジエチルエステル）および高分子量テトラヒドロフラン
を含む。
【００３８】
　さらに、本発明の潤滑油組成物は、任意に、少なくとも１つの他のパフォーマンス添加
剤を含む。他のパフォーマンス添加剤は、分散剤、金属不活性化剤、洗剤、粘度変性剤、
極圧剤（典型的には、ホウ素含有および／または硫黄含有および／または亜リン酸含有）
、摩耗防止剤、酸化防止剤（例えば、立体障害フェノール、アミン系酸化防止剤またはモ
リブデン化合物）、腐食防止剤、抑泡剤、解乳化剤、流動点降下剤、シール膨潤剤、摩擦
調整剤およびこれらの混合物を含む。
【００３９】
　油不含のベース上に存在する他のパフォーマンス添加剤（粘度変性剤を除く）の全ての
合わせた量は、前記組成物に対して、０質量％～２５質量％、または０．０１質量％～２
０質量％、または０．１質量％～１５質量％または０．５質量％～１０質量％、または１
～５質量％の範囲を含むことができる。
【００４０】
　１つ以上の他のパフォーマンス添加剤が存在していてよいとはいえ、他のパフォーマン
ス添加剤が互いに異なる量で存在することは、通常のことである。
【００４１】
　さらに、１つの実施態様において、潤滑油組成物は、１つ以上の粘度改良剤を含む。
【００４２】
　存在する場合には、前記粘度改良剤は、潤滑油組成物に対して、０．５質量％～７０質
量％、１質量％～６０質量％、または５質量％～５０質量％、または１０質量％～５０質
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量％の量で存在することができる。
【００４３】
　粘度改良剤は、（ａ）ポリメタクリレート、（ｂ）（ｉ）ビニル芳香族モノマーと（ｉ
ｉ）不飽和カルボン酸、その無水物または誘導体とのエステル化コポリマー、（ｃ）（ｉ
）α－オレフィンと（ｉｉ）不飽和カルボン酸、その無水物または誘導体とのエステル化
コポリマー、または（ｄ）スチレンブタジエンの水素化コポリマー、（ｅ）エチレン－プ
ロピレンコポリマー、（ｆ）ポリイソブテン、（ｇ）水素化スチレンイソプレンポリマー
、（ｈ）水素化イソプレンポリマー、または（ｉ）これらの混合物を含む。
【００４４】
　１つの実施態様において、前記粘度改良剤は、（ａ）ポリメタクリレート、（ｂ）（ｉ
）ビニル芳香族モノマーと（ｉｉ）不飽和カルボン酸、その無水物または誘導体とのエス
テル化コポリマー、（ｃ）（ｉ）α－オレフィンと（ｉｉ）不飽和カルボン酸、その無水
物または誘導体とのエステル化コポリマー、または（ｄ）これらの混合物を含む。
【００４５】
　極圧剤は、ホウ素および／または硫黄および／または亜リン酸を含有する化合物を包含
する。
【００４６】
　前記極圧剤は、潤滑性組成物中に、潤滑性組成物に対して０質量％～２０質量％、また
は０．０５質量％～１０質量％、または０．１質量％～８質量％で存在していてよい。
【００４７】
　１つの実施態様において、極圧剤は、硫黄含有化合物である。１つの実施態様において
、前記硫黄含有化合物は、硫化オレフィン、ポリスルフィドまたはこれらの混合物であっ
てよい。硫化オレフィンの例は、プロピレン、イソブチレン、ペンテンに由来する硫化オ
レフィン；ベンジルジスルフィド、ビス－（クロロベンジル）ジスルフィド、ジブチルテ
トラスルフィド、ジ－ｔ－ブチルポリスルフィドを含む有機スルフィドおよび／または有
機ポリスルフィド；およびオレイン酸の硫化メチルエステル、硫化アルキルフェノール、
硫化ジペンテン、硫化テルペン、硫化ディールスアルダー付加体、アルキルスルフェニル
Ｎ，Ｎ’－ジアルキルジチオカルバメート；またはこれらの混合物を含む。
【００４８】
　１つの実施態様において、前記硫化オレフィンは、プロピレン、イソブチレン、ペンテ
ンまたはこれらの混合物に由来する硫化オレフィンを含む。
【００４９】
　１つの実施態様において、前記極圧剤硫黄含有化合物は、ジメルカプトチアジアゾール
または誘導体、またはこれらの混合物を含む。前記ジメルカプトチアジアゾールの例は、
化合物、例えば２，５－ジメルカプト－１，３，４－チアジアゾールまたはヒドロカルビ
ル置換２，５－ジメルカプト－１，３，４－チアジアゾール、またはこれらのオリゴマー
を含む。ヒドロカルビル置換２，５－ジメルカプト－１，３，４－チアジアゾールのオリ
ゴマーは、典型的には、２，５－ジメルカプト－１，３，４－チアジアゾール単位間に硫
黄－硫黄結合を形成させることによって、前記チアジアゾール単位の２個以上の誘導体ま
たはオリゴマーを形成させる。２，５－ジメルカプト－１，３，４－チアジアゾールから
誘導された適当な化合物は、例えば２，５－ビス（ｔ－ノニルジチオ）－１，３，４－チ
アジアゾールまたは２－ｔ－ノニルジチオ－５－メルカプト－１，３，４－チアジアゾー
ルを含む。ヒドロカルビル置換２，５－ジメルカプト－１，３，４－チアジアゾールのヒ
ドロカルビル置換基上の炭素原子の数は、典型的には、１～３０、または２～２０、また
は３～１６を含む。
【００５０】
　１つの実施態様において、ジメルカプトチアジアゾールは、チアジアゾール官能基化分
散剤であってよい。チアジアゾール官能基化分散剤の詳細な説明は、国際出願ＷＯ　２０
０８／０１４３１５の段落［００２８］～［００５２］中に記載されている。
【００５１】
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　前記チアジアゾール官能化分散剤は、チアジアゾール化合物と分散剤基質とを加熱、反
応または錯体化することを含む方法によって製造されてよい。上記チアジアゾール化合物
は、分散剤、またはそれらの混合物と共有結合され得るか、塩形成され得るか、錯体化さ
れ得るか、または別の方法で溶解され得る。
【００５２】
　前記チアジアゾール官能基化分散剤を調製するために使用される前記分散剤基質および
前記チアジアゾールの相対量は、変動し得る。１つの実施態様において、前記チアジアゾ
ール化合物は、前記分散剤基質１００質量部に対して０．１～１０質量部で存在する。異
なる実施態様において、前記チアジアゾール化合物は、前記分散剤基質１００質量部に対
して、０．１より大きく９まで、または０．１より大きく５未満まで、または０．２～５
未満で存在する。前記分散剤基質に対する前記チアジアゾール化合物の相対量は、（０．
１～１０）：１００、または（＞０．１～９）：１００（例えば、（＞０．５～９）：１
００）、または（０．１～５未満）：１００、または（０．２～５未満）：１００）とし
て表わされてもよい。
【００５３】
　１つの実施態様において、前記分散剤基質は、前記チアジアゾール化合物１質量部に対
して０．１～１０質量部で存在する。異なる実施態様において、前記分散剤基質は、前記
チアジアゾール化合物１質量部に対して、０．１より大きく９まで、または０．１より大
きく５未満、または約０．２～５未満で存在する。前記チアジアゾール化合物に対する前
記分散剤基質の相対量は、（０．１～１０）：１、または（＞０．１～９）：１（例えば
、（＞０．５～９）：１）、または（０．１～５未満）：１、または（０．２～５未満）
：１）として表わされてもよい。
【００５４】
　前記チアジアゾール官能基化分散剤は、スクシンイミド分散剤（例えば、Ｎ－置換され
た長鎖状アルケニルスクシンイミド、典型的には、ポリイソブチレンスクシンイミド）、
マンニッヒ分散剤、エステル含有分散剤、脂肪ヒドロカルビルモノカルボン酸アシル化剤
とアミンまたはアンモニアとの縮合生成物、アルキルアミノフェノール分散剤、ヒドロカ
ルビル－アミン分散剤、ポリエーテル分散剤、ポリエーテルアミン分散剤、分散剤機能を
含む粘度改良剤（例えば、分散剤機能を含むポリマー粘性指数調整剤（ＶＭ））、または
これらの混合物を含む基質に由来してよい。１つの実施態様において、前記分散剤基質は
、スクシンイミド分散剤、エステル含有分散剤またはマンニッヒ分散剤を含む。
【００５５】
　１つの実施態様において、前記極圧剤は、ホウ素含有化合物を含む。前記ホウ素含有化
合物は、ホウ酸エステル（これはまた、いくつかの実施態様において、ホウ酸化エポキシ
ドと呼ばれてもよい）、ホウ酸化アルコール、ホウ酸化分散剤、ホウ酸化リン脂質または
これらの混合物を含む。１つの実施態様において、前記ホウ素含有化合物は、ホウ酸エス
テルまたはホウ酸化アルコールであってよい。
【００５６】
　前記ホウ酸エステルは、ホウ素化合物と、エポキシ化合物、ハロヒドリン化合物、エピ
ハロヒドリン化合物、アルコールおよびこれらの混合物から選択された少なくとも１つの
化合物との反応によって、製造され得る。前記アルコールとしては、二価アルコール、三
価アルコールまたは高級アルコールを含むが、ただし、１つの実施態様に関しては、前記
ヒドロキシル基は、隣接する炭素原子上に存在する（すなわち、ビシナルである）。
【００５７】
　前記ホウ酸エステルを調製するために適したホウ素化合物は、ホウ酸（メタホウ酸、オ
ルトホウ酸およびテトラホウ酸を含む）、酸化ホウ素、三酸化ホウ素およびホウ酸アルキ
ルからなる群より選択されたさまざまな形を含む。前記ホウ酸エステルはまた、ホウ素ハ
ライドから製造されてもよい。
【００５８】
　１つの実施態様において、適当なホウ酸エステル化合物は、ホウ酸トリプロピル、ホウ
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酸トリブチル、ホウ酸トリペンチル、ホウ酸トリヘキシル、ホウ酸トリヘプチル、ホウ酸
トリオクチル、ホウ酸トリノニルおよびホウ酸トリデシルを含む。１つの実施態様におい
て、前記ホウ酸エステル化合物は、ホウ酸トリブチル、トリ－２－エチルヘキシルボレー
トまたはこれらの混合物を含む。
【００５９】
　１つの実施態様において、前記ホウ素含有化合物は、典型的には、Ｎ－置換された長鎖
状アルケニルスクシンイミドに由来するホウ酸化分散剤である。１つの実施態様において
、前記ホウ酸化分散剤は、ポリイソブチレンスクシンイミドを含む。前記ホウ酸化分散剤
は、より詳細には、米国特許第３０８７９３６号明細書および米国特許第３２５４０２５
号明細書中に記載されている。
【００６０】
　１つの実施態様において、前記ホウ酸化分散剤は、硫黄含有化合物またはホウ酸エステ
ルと組み合わせて使用されてもよい。
【００６１】
　１つの実施態様において、前記極圧剤は、ホウ酸化分散剤以外のものである。
【００６２】
　前記長鎖状アルケニル基に由来した炭化水素の数平均分子量は、３５０～５０００、ま
たは５００～３０００、または５５０～１５００の範囲を含む。前記長鎖状アルケニル基
は、５５０、または７５０、または９５０～１０００の数平均分子量を有することができ
る。
【００６３】
　前記Ｎ置換された長鎖状アルケニルスクシンイミドは、ホウ酸（例えば、メタホウ酸、
オルトホウ酸およびテトラホウ酸）、酸化ホウ素（ｂｏｒｉｃ　ｏｘｉｄｅ）、三酸化ホ
ウ素、およびホウ酸アルキルを含む種々の薬剤を使用して、ホウ酸化される。１つの実施
態様において、前記ホウ酸化剤は、ホウ酸であり、これは、単独で使用されてよいし、他
のホウ酸化剤と組み合わせて使用されてよい。
【００６４】
　前記ホウ酸化分散剤は、前記ホウ素化合物と前記Ｎ置換された長鎖状アルケニルスクシ
ンイミドとをブレンドし、このブレンドしたものを、適当な温度で、例えば、８０℃～２
５０℃、または９０℃～２３０℃、または１００℃～２１０℃で、所望の反応が起こるま
で加熱することによって調製され得る。前記Ｎ置換された長鎖状アルケニルスクシンイミ
ドに対する前記ホウ素化合物のモル比は、１０：１～１：４、または４：１～１：３を含
む範囲を有していてよいか；または前記Ｎ置換された長鎖状アルケニルスクシンイミドに
対する前記ホウ素化合物のモル比は、１：２であってよい。それとは別に、前記ホウ酸化
分散剤におけるＢのモル：Ｎのモル（すなわち、原子Ｂ：原子Ｎ）の比は、０．２５：１
～１０：１または０．３３：１～４：１または０．２：１～１．５：１、または０．２５
：１～１．３：１または０．８：１～１．２：１、または約０．５：１であってよい。不
活性液体が、前記反応を実施するにあたって使用されてよい。前記液体は、トルエン、キ
シレン、クロロベンゼン、ジメチルホルムアミドまたはこれらの混合物を含むことができ
る。
【００６５】
　１つの実施態様において、前記潤滑組成物は、さらにホウ酸化リン脂質を含む。前記ホ
ウ酸化リン脂質は、リン脂質のボロン酸化（ｂｏｒｏｎａｔｉｏｎ）に由来し得る（例え
ば、ボロン酸化は、ホウ酸で実施され得る）。リン脂質およびレシチンは、Ｅｎｃｙｃｌ
ｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｋｉｒｋ　ａｎｄ　Ｏ
ｔｈｍｅｒ，３ｒｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎにおいて“Ｆａｔｓ　ａｎｄ　Ｆａｔｔｙ　Ｏｉｌ
ｓ”，第９巻，第７９５～８３１頁、および“Ｌｅｃｉｔｈｉｎｓ”，第１４巻，第２５
０～２６９頁中に詳細に記載されている。
【００６６】
　前記リン脂質は、リン酸を含有する任意の脂質、例えばレシチンまたはセファリン、ま
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たはこれらの誘導体であってよい。リン脂質の例は、ホスファチジルコリン、ホスファチ
ジルセリン、ホスファチジルイノシトール、ホスファチジルエタノールアミン、ホスファ
チジン酸およびこれらの混合物を含む。前記リン脂質は、グリセロリン脂質、リン脂質の
上記リストのグリセロ誘導体であってよい。典型的には、前記グリセロリン脂質は、１個
または２個のアシル、アルキルまたはアルケニル基を、グリセロ残基上に有する。前記ア
ルキルまたはアルケニル基は、８～３０個、または８～２５個、または１２～２４個の炭
素原子を含むことができる。適当なアルキルまたはアルケニル基の例は、オクチル、ドデ
シル、ヘキサデシル、オクタデシル、ドコサニル、オクテニル、ドデセニル、ヘキサデセ
ニルおよびオクタデセニルを含む。
【００６７】
　リン脂質は、合成により製造されてもよいし、天然供給源に由来してもよい。合成リン
脂質は、当業者に公知の方法によって製造され得る。天然に由来するリン脂質は、しばし
ば、当業者に公知の手順によって抽出される。リン脂質は、動物源または植物源に由来し
得る。有用なリン脂質は、ヒマワリ種子に由来する。前記リン脂質は、典型的には、３５
％～６０％のホスファチジルコリン、２０％～３５％のホスファチジルイノシトール、１
％～２５％のホスファチジン酸、および１０％～２５％のホスファチジルエタノールアミ
ンを含有し、ここで前記百分率は、全リン脂質に対する質量によるものである。前記脂肪
酸含量は、２０質量％～３０質量％のパルミチン酸、２質量％～１０質量％のステアリン
酸、１５質量％～２５質量％のオレイン酸、および４０質量％～５５質量％のリノール酸
であってよい。
【００６８】
　摩擦調整剤は、脂肪アミン、エステル、例えば、ホウ酸化グリセロールエステル、脂肪
ホスファイト、脂肪酸アミド、脂肪エポキシド、ホウ酸化脂肪エポキシド、アルコキシル
化脂肪アミン、ホウ酸化アルコキシル化脂肪アミン、脂肪酸の金属塩、または脂肪イミダ
ゾリン、カルボン酸とポリアルキレン－ポリアミンとの縮合生成物を含むことができる。
【００６９】
　１つの実施態様において、前記潤滑組成物は、上記のリン酸エステルのアミン塩の極圧
剤として記載された化合物以外のリン含有耐摩耗剤または硫黄含有耐摩耗剤を含むことが
できる。前記耐摩耗剤の例は、非イオン性リン化合物（典型的には、＋３または＋５の酸
化状態のリン原子を有する化合物）、金属ジアルキルジチオホスフェート（典型的には、
亜鉛ジアルキルジチオホスフェート）、金属モノアルキルホスフェートまたは金属ジアル
キルホスフェート（典型的には、リン酸亜鉛）、またはこれらの混合物を含むことができ
る。
【００７０】
　前記非イオン性リン化合物は、亜リン酸エステル、リン酸エステル、またはこれらの混
合物を含む。
【００７１】
　１つの実施態様において、本発明の潤滑組成物は、さらに分散剤を含む。前記分散剤は
、スクシンイミド分散剤（例えば、Ｎ置換された長鎖状アルケニルスクシンイミド）、マ
ンニッヒ分散剤、エステル含有分散剤、脂肪ヒドロカルビルモノカルボン酸アシル化剤と
、アミンまたはアンモニアとの縮合生成物、アルキルアミノフェノール分散剤、ヒドロカ
ルビル－アミン分散剤、ポリエーテル分散剤またはポリエーテルアミン分散剤であること
ができる。
【００７２】
　１つの実施態様において、前記スクシンイミド分散剤は、ポリイソブチレン置換スクシ
ンイミドを含み、ここで前記分散剤に由来するポリイソブチレンは、４００～５０００、
または９５０～１６００の数平均分子量を有することができる。
【００７３】
　スクシンイミド分散剤およびその製造法は、米国特許第４２３４４３５号明細書および
米国特許第３１７２８９２号明細書中により詳細に記載されている。
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【００７４】
　適当なエステル含有分散剤は、典型的には、高分子量エステルである。前記物質は、米
国特許第３３８１０２２号明細書中により詳細に記載されている。
【００７５】
　１つの実施態様において、前記分散剤は、ホウ酸化分散剤を含む。典型的には、前記ホ
ウ酸化分散剤は、ポリイソブチレンスクシンイミドを含めて、スクシンイミド分散剤を含
み、ここで前記分散剤に由来するポリイソブチレンは、４００～５０００の数平均分子量
を有することができる。ホウ酸化分散剤は、上記極圧剤の説明の中で上記でより詳細に記
載されている。
【００７６】
　分散粘度調節剤（しばしば、ＤＶＭと呼ばれる）は、官能基化ポリオレフィン、例えば
、無水マレイン酸とアミンとの反応生成物で官能基化されたエチレン－プロピレンコポリ
マー、アミンで官能基化されたポリメタクリレート、またはアミンと反応したエステル化
スチレン－無水マレイン酸コポリマーを含み、これらは、本発明の組成物中に使用されて
もよい。
【００７７】
　腐食抑制剤は、１－アミノ－２－プロパノール、オクチルアミンオクタノエート、ドデ
セニルコハク酸または無水物および／または脂肪酸、例えば、オレイン酸と、ポリアミン
との縮合生成物を含む。
【００７８】
　金属不活性化剤は、ベンゾトリアゾール（典型的には、トリルトリアゾール）、１，２
，４－トリアゾール、ベンゾイミダゾール、２－アルキルジチオベンゾイミダゾールまた
は２－アルキルジチオベンゾチアゾールの誘導体を含む。前記金属不活性化剤は、腐食抑
制剤として記載されてもよい。
【００７９】
　抑泡剤は、アクリル酸エチルと２－エチルヘキシルアクリレートと任意にビニルアセテ
ートとのコポリマーを含む。
【００８０】
　解乳化剤は、トリアルキルホスフェート、ならびにエチレングリコール、エチレンオキ
シド、プロピレンオキシド、またはこれらの混合物の種々のポリマーおよびコポリマーを
含む。
【００８１】
　流動点降下剤は、無水マレイン酸－スチレンのエステル、ポリメタクリレート、ポリア
クリレートまたはポリアクリルアミドを含む。
【００８２】
　シール膨潤剤は、Ｅｘｘｏｎ　Ｎｅｃｔｏｎ－３７TM（ＦＮ　１３８０）およびＥｘｘ
ｏｎ　Ｍｉｎｅｒａｌ　Ｓｅａｌ　ＯｉｌTM（ＦＮ　３２００）を含む。
【００８３】
　本発明による潤滑油組成物は、さまざまな用途、例えばライトデューティー用エンジン
油、ミディアムデューティー用エンジン油およびヘビーデューティー用エンジン油、工業
用エンジン油、マリンエンジン油、クランクシャフト油、コンプレッサー油、冷凍機油、
炭化水素系コンプレッサー油、極低温潤滑油脂、高温潤滑油脂、ワイヤロープ潤滑剤、繊
維機械油、冷凍機油、航空潤滑剤および航空宇宙潤滑剤、航空タービン油、トランスミッ
ションオイル、ガスタービン油、スピンドル油、スピンオイル、トラクションフルード、
トランスミッションオイル、プラスチックトランスミッションオイル、乗用自動車用トラ
ンスミッションオイル、トラック用トランスミッションオイル、工業用トランスミッショ
ンオイル、工業用ギアオイル、絶縁油、精密機械油、ブレーキフルード、トランスミッシ
ョン液、ショックアブソーバー用オイル、熱分布用ミディアムオイル（ｈｅａｔ　ｄｉｓ
ｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　ｍｅｄｉｕｍ　ｏｉｌ）、トランス油、ファット、チェーンオイル
、金属工作作業用最少量潤滑剤、温間加工用油、金属加工用水性液のための油剤、ニート
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オイル金属加工フルードのための油剤、半合成金属加工フルードのための耐摩耗性剤、合
成金属加工フルードのための油剤、土質調査用ドリリング洗浄剤、作動油、生分解性潤滑
剤または潤滑グリースまたはワックス、チェーンソー油、離型剤、成形用フルード、ガン
用潤滑剤、ピストル用潤滑剤およびライフル用潤滑剤またはウォッチ用潤滑剤および認可
された食品機器用潤滑剤に使用されることができる。
【００８４】
　前記機械装置は、有利に軸受、歯車、継手および誘導装置からなる群から選択されてい
る。好ましくは、前記機械装置は、１０℃以上ないし１２０℃以下の範囲内の温度で運転
される。
【図面の簡単な説明】
【００８５】
【図１】ＭＴＭ試験を４０℃で実施した場合のＭＴＭ試験の結果を示す線図。
【図２】ＭＴＭ試験を１００℃で実施した場合のＭＴＭ試験の結果を示す線図。
【実施例】
【００８６】
　例
　エステル化合物の製造
　プロピルヘプタノールは、ＢＡＳＦ　ＳＥ社、Ｌｕｄｗｉｇｓｈａｆｅｎ在、から商業
的に入手可能である［２－プロピル－ヘプタノール９３．０質量％；２－プロピル－４－
メチル－ヘキサノール２．９質量％；２－プロピル－５－メチルヘキサノール３．９質量
％および２－イソプロピルヘプタノール０．２質量％］。
【００８７】
　ＤＩＤＡは、例えばＳｙｎａｔｉｖｅ（登録商標）ＥＳ　ＤＩＤＡとしてＢＡＳＦ　Ｓ
Ｅ社、Ｌｕｄｗｉｇｓｈａｆｅｎ在、から商業的に入手可能である。
【００８８】
　ジ－（２－プロピルヘプチル）－アジペート（ＤＰＨＡ）の製造
　“プロピルヘプタノール”（２．４モル）およびアジピン酸（１．０モル）として、Ｂ
ＡＳＦ　ＳＥ社から入手可能である、１０個の炭素原子を有するアルコールの構造異性体
の混合物を、イソプロピル－ブチル－チタネート（０．００１モル）の存在下にオートク
レーブ中で不活性ガス（Ｎ2）の下、２３０℃の反応温度で反応させる。反応中に形成さ
れる水を、不活性ガス流（Ｎ2流）によって反応混合物から除去する。１８０分後に、過
剰のアルコールを、５０ミリバールの圧力での蒸留によって前記混合物から除去する。次
に、こうして得られたアジピン酸エステルを８０℃で０．５％ＮａＯＨで中和する。有機
相と水相とが分離された後で、続いて有機相を２回水で洗浄する。さらなる工程において
、有機相を、粗製アジピン酸エステルを蒸気で１８０℃および５０ミリバールで処理する
ことによって精製する。次に、エステルを１５０℃および５０ミリバールでＮ2流に供す
ることによって、このエステルを乾燥させる。最終的に、前記エステルを活性炭と混合し
、および減圧下に８０℃でレオロジー剤としてスープラセオライト（ｓｕｐｒａ－ｔｈｅ
ｏｒｉｔ）を使用してろ過する。アジピン酸エステルは、そのつどＡＳＴＭ　Ｄ　４０５
２でＤＩＮ　５１７５７に従って測定した、２０℃での０．９１６ｇ／ｃｍ3の密度を示
す。
【００８９】
　潤滑剤配合物の製造
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【表２】

【００９０】
　摩擦係数の評価
　流体をＭＴＭ（Ｍｉｎｉ－Ｔｒａｃｔｉｏｎ　Ｍａｃｈｉｎｅ）トラクション計測器中
で、いわゆる、トラクション試験モードを使用して試験した。前記モードで、摩擦係数を
滑り率（ＳＲＲ）の範囲に亘って一定の平均速度で測定してトラクション曲線をもたらす
。ＳＲＲ＝滑り速度／平均連行速度＝２（Ｕ１　－　Ｕ２）/（Ｕ１　＋　Ｕ２）、ここ
で、それぞれ、Ｕ１は、鋼球速度であり、およびＵ２は、ディスク速度である。
【００９１】
　試験のために使用されるディスクおよび鋼球は、７５０ＨＶの硬さおよび０．０２μｍ
未満のＲａを有する鋼（ＡＩＳＩ　５２１００）から形成されている。それぞれ、ディス
クの直径は、４５．０ｍｍであり、および鋼球の直径は、１９．０ｍｍであった。トラク
ション曲線を接触圧力１．００ＧＰａ、速度１０～１０００ｍ／秒および異なる温度、例
えば４０℃および１００℃でもたらした。滑り率（ＳＲＲ）は、５０％であり、および摩
擦係数が測定された。そのつど、試料（２０ｍｌ）を三回試験した。
【００９２】
　評価の結果
　ＭＴＭ試験の結果は、図１および２中に示されている。そのつど、上側の曲線は、配合
物Ａの評価から得られたものであり、および下側の曲線は、配合物Ｂの評価から得られた
ものである。そのつど、本発明によるエステルを含有する配合物は、著しく低い摩擦係数
を示す。
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